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卜を実現している。 しかし

陽電子発生装置は1 9  8 5 年 • 7 月に陽電子発生のテストを初めて以来、 陽電子ビームの 

強度を増強するための努力が続けられてきた。 ぞの中の重要な1 項 目 と し て 力 ソ ー ド （オキサイ 
ド 力 ソ ー ド 〉 からの電流増強があり、 1 つは力ソードの活性化プロセスや真空及びパービアンス 
の 改善で あり 、 他 は グ リ ッ ド の ド ラ イ ブ 電 圧 を 上 げ る こ と で あ る 。

グ リ ッ ド の ド ラ イ ブ 電 圧 を 上 げ る こ と は 、 前回 のリ ニア ッ ク研 究 会 で報 告 n した要旨に従い 
ト ラ ン ジ ス 夕 の 段 数 を 増 加 ず る こ と で 対 応 し て き た が 、 これはパルスの立ち上がりを遅くする傾 
向にあり改善する必要がある。 S H B でバ ンチ を圧 縮 する ため にも 、 又より高速で高い出力電圧 
を得るためにも高性能な短 パルス グリッ ドパル サー を開 発する 必要が ある。

以 前 か ら 問 題 と さ れ て い た グ リ ッ ド パ ル サ ー と 力 ソ ー ド ア セ ン ブ リ の イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 の  
問題は、 力 ソ ー ド • グ リッ ド 間 の イ ン ピ ー ダ ン ス が 電 流 と 共 に 徐 々 に 低 い 方 に 変 化 し て 行 く の で 、 
グ リ ッ ドパ ル サ ー の イ ン ピ ー ダ ン ス を 完 全 に 整 合 さ せ る の は 不 可 能 で あ る 。 こ の た め グ リ ッ ド パ  
ルサ 一 の 出 力 イ ン ピ ー ダ ン ス を 低 く 抑 え る 必 要 が あ る 。 本レポートでは上記のことについて検討 

し実験結果 を述べる ものである。

n • 陽電子発生装置用の短パルスグリッドパルサーの現状

現在 使 用 さ れ て い るア バ ラ ンシ エを 利 用 し た  
グ リ ッ ド パ ル サ ー は 、 図 I 2 )に示すものであり電流 
と電圧には次の関係式がある。
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ABSTRACT
Development of a grid pulser of the positron generator has been continued 

since the previous report1}. Impedance matching between the pulse and the grid- 
cathode assembly is difficult, because the input impedance of the assembly var­
ies depending on the output current. However, it was found by suitably selecting 
the output impedance of the pulser,the output current was appreciably increased. 
A grid pulser with new type transistor was fabricated and tested with an excel- 
1ent characteristics.
There are described with other effort to improve the pulser.
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ffl • グ リ ッ• ドパ ル サ ー の 特性
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T EST  CIRCUIT OF THE GRID PUL5ER

V ■まとめと今後の問題

図 4 N0*6 GRID PULSER

図 3
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i うがよ り高い 出力パルスが得られる傾向にあ2 
デがよいと思われるが、 必ず し も重 要では ない 。 グ L 
ソ ー ド * グ リ ッ ド 間 の イ ン ピ ー ダ ン ス が 電 流 と 共 に  
がある。 こ の こ と の 対 策 と し て 力 ソ ー ド と 並 列 に 数  

よ り 十 分 小 さ い も の ） 、 グ リッ ドパ ルサ ー側 からの  
があるが、 現在のパルサーでは負荷インピーダンス 
電流も低下するので採用できない。 また大電流を取

夕と

在 ま で に 判 っ て い る 結 果 で あ り 、 依 り 詳 し い グ リ ッ ド パ ル サ ー の 動 的 な 状 態 （エミ 
を 取 っ て い る と き の 出 力 電 流 波 形 な ど ） を調べるために、 負荷に板極管をつかった 
を製作する準備を進めている。
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